
STOP！熱中症 クールワークキャンペーン 

事業主の皆さまへ 

 熱中症による死亡災害ゼロを目指し、12次防の最終年となる平成29年の下記期間において、事業場に

おける熱中症予防対策の徹底を図ることを目的とし、本キャンペーンを展開します。各事業場におかれま
しては、下に掲げる事項について、取組を推進しましょう。 

「労働者死傷病報告」の報告様式の入手方法・記入時における注意事項等に
ついては、裏面をご覧ください。 

厚生労働省ホームページからダウンロードできます（裏面参照） 

１ 期間 

注意点 

◇休業・死亡災害が発生したときは、労災保険の請求手続きとは別に提出する必要があります。 
◇災害の発生が就業中でなくても、事業場内又は付属建設物内で発生したものは、提出する必 
 要があります。 

３ キャンペーン期間中の実施事項 

 ■提出先：事業場を管轄する労働基準監督署 
      （建設現場の場合は、原則、工事現場の所在地を管轄する労働基準監督署） 

休業日数が４日以上・死亡の場合 

 ■報告用紙：労働安全衛生規則様式第２３号 

 ■提出期日：災害発生後遅滞なく 

休業日数が４日未満の場合 

 ■提出期日：以下により四半期ごとに取りまとめて報告 
 １月～３月の災害→４月末日、 ４月～６月の災害→７月末日、７月～９月の災害→１０月末日 
 １０月～１２月の災害→翌年の１月末まで 

 ■報告用紙：労働安全衛生規則様式第２４号 

 ＊「遅滞なく」とは、「正当又は合理的な理由がある場合を除き、事情の許す限り最も速やかに」とされ 
   「概ね１週間から２週間以内程度」と解されています。 

厚生労働省ホームページからダウンロードできます（裏面参照） 

 ■報告部数：１部（控えが必要な場合は、提出時に報告書の写しをご用意ください） 
 

このリーフレットの内容についてのお問合せは、王子労働基準監督署第二方面までお願いします。   
☎03（6679）0186（ダイヤルイン） 

 平成29年5月1日から9月30日 準備期間４月  重点取組期間 ７月 
２ 準備期間中の実施事項 

 １ ＷＢＧＴ値（暑さ指数）の把握の準備 
   ＷＢＧＴ値測定器の準備 

 ２ 作業計画の策定 
   熱への順化期間配慮した作業計画の策定等 

 ３ 設備対策の検討 
   屋根の設置、通風又は冷房設備、散水設備の設置等 

 ４ 休憩場所の確保の検討 
   冷房を備えた休憩場所及び日陰等の休憩場所の確保等  

 １ ＷＢＧＴ値（暑さ指数）の把握 
 ２ ＷＢＧＴ値（暑さ指数）の評価 
   基準値を超え、又は超える恐れのある場合、下記の 
   対策を徹底する。 

 ３ 作業環境管理 
  ①ＷＢＧＴ値（暑さ指数）の低減等 
    設備対策により低減対策を行う 

  ②休憩場所の整備 
 ４ 作業管理 
  ①作業時間の短縮等 
    ＷＢＧＴ基準値を大幅に超える場合は原則作業中止 
    やむを得ず作業を行う場合は、 

   ア単独作業を控え、休憩時間を長めに設定 
    イ 心拍数等の身体状況、水分等の摂取状況を頻繁に確認する。 

  ②熱への順化 
   ７日以上かけて熱へのばく露時間を次第に長くする 

   

４ 重点取組期間中の実施事項 
 １ 作業環境管理 ＷＢＧＴ値（暑さ指数）の低減効果の確認、必要に応じ追加対策    
 ２ 作業管理    ＷＢＧＴ値（暑さ指数）に応じた作業の中断、短縮、休憩時間の確保等 
             水分及び塩分の積極的な摂取及び熱中症予防管理者による確認の徹底 
 ３ 健康管理    睡眠不足、体調不良、前日の多量飲酒、当日の朝食の未摂取の確認等    
 ４ 労働衛生教育 重点的な教育の実施 
 ５ 異常時の措置 異常を認めたときは躊躇なく救急隊を要請する 

 

 ５ 服装等の検討 
    熱を吸収しやすい服装を避け、透湿・通気性の良い 
    服装を検討。 

 ６ 教育研修の実施 
   各級管理者・労働者への教育の実施 
    厚労省ＨＰ「職場における熱中症予防対策マニュアル」 
     熱中症予防カード等を活用する。 

 ７ 熱中症予防管理者の選任及び責任体制の確立 
   熱中症予防管理者を選任し、業務について教育 

  ③水分及び塩分の摂取 
    作業前後の摂取・作業中の定期的な摂取を行う 
     確認表や巡視等により徹底する 

  ④服装等 
 ５ 健康管理 
   ①健康診断結果に基づく対応等 
    糖尿病等の疾病を有する者は、医師等の意見 
    を踏まえ配慮する 

   ②日常の健康管理等 
    睡眠不足・体調不良等が熱中症の発症に影響す 
    ることを指導する等 

   ③労働者の健康状態の確認 
    巡視強化・声掛け等 

 ６ 労働衛生教育 
 ７ 異常時の措置 
   体温測定・水分摂取、症状に応じ救急隊要請。 

 ８ 熱中症予防管理者の業務   

  熱中症予防管理者の業務事項 
  ○ＷＢＧＴ値の低減対策の実施状況確認   ○各労働者の熱への順化状況確認 
  ○朝礼時等作業開始前に労働者体調確認  ○ＷＢＧＴ値測定結果確認と結果に応じた作業中止等 
  ○職場巡視・水分塩分の摂取状況確認 

ＳＴＯＰ！熱中症クールワーク 検索 

もっと詳しく 

平成29年4月作成 王子労働基準監督署  


